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わ
れ
わ
れ
の
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、
５
月
に

は
感
染
症
法
上
の
「
５
類
」
に
移
行
し
た
。

人
々
の
移
動
に
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
な

か
、
２
０
２
５
年
４
月
に
は
、
大
阪
湾
の
人

工
島
、
夢
洲
で
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催

さ
れ
る
。
半
世
紀
以
上
前
に
６
４
０
０
万
人

を
超
え
る
入
場
者
を
集
め
た
１
９
７
０
年
万

博
と
比
べ
て
も
、
日
本
経
済
、
社
会
の
み
な

ら
ず
、
万
博
の
意
義
自
体
に
も
変
化
が
生
じ

て
い
る
と
は
思
い
つ
つ
も
、
将
来
社
会
に
夢

を
抱
か
せ
る
情
報
・
体
験
を
再
び
提
供
し
て

く
れ
る
の
で
は
と
、
コ
ロ
ナ
禍
後
だ
け
に
、

つ
い
期
待
し
て
し
ま
う
。

都
市
と
鉄
道

鉄
道
は
、
限
定
的
な
空
間
占
有
で
、
大
量

の
乗
客
を
迅
速
か
つ
高
い
信
頼
度
で
輸
送
で

き
る
点
で
、
他
の
追
随
を
ま
っ
た
く
許
さ
な

い
交
通
手
段
で
あ
る
。
こ
の
特
性
は
、
昼
夜

間
人
口
の
差
の
多
い
都
心
エ
リ
ア
の
持
続
可

能
性
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
何

万
、
何
十
万
も
の
人
々
が
集
ま
り
、
様
々
な

活
動
を
行
う
だ
け
の
魅
力
、
価
値
が
都
市
の

中
心
部
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
々
の

流
出
入
、
移
動
を
支
え
る
輸
送
シ
ス
テ
ム
な

く
し
て
は
、
人
々
は
こ
れ
を
享
受
で
き
ず
、

中
心
部
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
も
維
持
可

能
で
な
く
な
る
。

そ
の
都
市
圏
に
お
い
て
、
民
有
民
営
の
鉄

道
企
業
、
す
な
わ
ち
私
鉄
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
大
き
な

特
徴
で
あ
る
。
し
か
も
、
世
界
で
は
常
識
的

に
行
わ
れ
て
い
る
国
、
地
方
自
治
体
か
ら
の

運
営
費
補
助
は
も
ち
ろ
ん
、
政
策
的
判
断
に

基
づ
く
運
賃
割
引
に
対
す
る
補
償
制
度
も
な

く
、
あ
る
の
は
新
線
建
設
な
ど
の
特
定
の

ケ
ー
ス
に
対
す
る
限
定
的
な
補
助
だ
け
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

そ
し
て
、
施
設
整
備
を
含
む
フ
ル
コ
ス
ト

を
運
輸
収
入
で
賄
う
こ
と
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
質
で
信
頼
性
の
高

い
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
、
維
持
さ
れ
て
き

た
。
大
都
市
の
発
展
が
民
有
民
営
の
鉄
道
企

業
と
と
も
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
わ
が
国
固
有

の
こ
と
で
あ
る
。

近
年
、
各
鉄
道
企
業
が
沿
線
に
目
を
向
け

る
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
元
来
、
鉄
道
企
業
は
、
線

路
を
建
設
し
営
業
開
始
し
た
そ
の
日
か
ら
、

沿
線
地
域
と
は
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
関
係

と
な
る
。
各
社
と
も
、
沿
線
と
真
摯
な
付
き

合
い
な
く
し
て
１
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て

事
業
を
続
け
て
く
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

し
、
沿
線
と
共
に
成
長
し
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
今
の
姿
が
あ
る
。

そ
の
私
鉄
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
20
世
紀

に
お
け
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、

定
着
、
近
年
そ
の
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
少

子
化
・
高
齢
化
に
よ
り
、
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、
従
業
人
口

の
減
少
に
つ
な
が
り
、
都
心
部
へ
の
放
射
状

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軸
に
し
た
鉄
道
事
業
が
基

幹
で
あ
る
鉄
道
企
業
に
と
っ
て
、
望
ま
し
い

こ
と
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
都
市
の
外
延

化
、
通
学
人
口
の
減
少
、
高
齢
者
に
お
け
る

免
許
保
有
率
の
上
昇
、
都
心
部
以
外
の
移
動
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目
的
地
の
発
展
等
、
早
い
段
階
か
ら
路
線
を

整
備
し
、
沿
線
を
中
心
と
し
た
事
業
展
開
を

行
っ
て
き
て
い
た
大
手
私
鉄
に
と
っ
て
、
マ

イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
要
因
は
少
な
く
な
い
。

こ
れ
ら
は
わ
が
国
全
体
に
共
通
す
る
問
題
で

あ
り
、
企
業
の
戦
略
的
行
動
だ
け
で
対
処
で

き
る
レ
ベ
ル
を
超
え
る
変
化
に
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
は
と
気
に
な
る
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
も
な
お
一
極
集
中
の
傾
向
が
続
く

東
京
に
お
け
る
当
面
の
課
題
の
捉
え
方
と
、

そ
れ
以
外
の
都
市
圏
で
は
違
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
、
一
歩
先
に
成

熟
し
た
大
都
市
圏
と
し
て
新
た
な
段
階
に

入
っ
た
関
西
圏
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
重
要

な
意
味
を
持
つ
。

京
阪
神
都
市
圏
と
私
鉄

念
の
た
め
に
、
京
阪
神
都
市
圏
と
大
阪
都

市
圏
で
は
そ
の
範
囲
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
大
阪
、
京
都
、
神
戸

は
歴
史
的
に
も
地
理
的
に
も
近
接
し
た
都
市

だ
が
、
都
心
間
距
離
が
大
阪
か
ら
約
30
㎞

し
か
な
い
神
戸
市
で
も
、
昼
間
人
口
は
夜
間

人
口
よ
り
多
く
、
独
立
し
た
都
市
圏
を
形
成

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
京
阪
神
都
市
圏

と
い
う
と
、
お
よ
そ
１
２
０
０
万
人
の
大
阪

都
市
圏
に
、
２
５
０
万
人
前
後
の
京
都
都
市

圏
、
神
戸
都
市
圏
が
加
わ
っ
た
、
約
１
７

０
０
万
人
の
都
市
圏
で
、
３
５
０
０
万
人
を

超
え
る
と
さ
れ
る
首
都
圏
に
比
べ
る
と
小
さ

い
が
、
例
え
ば
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
よ
り
大
き

い
。そ

の
旅
客
輸
送
に
お
い
て
、
関
西
で
は
私

鉄
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
実
際
、
１
９
７
０
年
度
に
は
56
％
、
１

９
９
０
年
度
で
も
53
％
と
京
阪
神
交
通
圏
の

鉄
軌
道
輸
送
人
員
に
占
め
る
私
鉄
の
シ
ェ
ア

は
半
分
以
上
だ
っ
た
。
国
鉄
が
Ｊ
Ｒ
と
な

り
、
そ
れ
ま
で
非
電
化
単
線
だ
っ
た
線
区
を

は
じ
め
と
し
て
都
市
圏
内
に
位
置
す
る
各
路

線
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
大
幅
に
向
上
し
た
こ

と
に
よ
り
、
私
鉄
沿
線
以
外
の
エ
リ
ア
に
急

激
な
発
展
が
促
さ
れ
、
さ
ら
に
並
行
路
線
か

ら
の
転
移
も
少
な
か
ら
ず
生
じ
た
。
加
え
て

地
下
鉄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
都
市
の
外

延
化
、
阪
神
大
震
災
の
影
響
も
あ
っ
て
、
関

西
に
お
け
る
私
鉄
の
比
重
は
相
対
的
に
低
下

し
、
今
で
は
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
で
も
２
０
１
５
年
度
に
は
46
％
と
依
然
と

し
て
大
き
な
割
合
を
占
め
、
Ｊ
Ｒ
の
１
・
５

倍
の
規
模
で
あ
る
。

斎
藤
（
２
０
０
２
）
は
、
大
阪
、
京
都
、

神
戸
と
い
う
３
つ
の
大
都
市
が
存
在
す
る
、

い
わ
ば
多
核
型
の
都
市
圏
構
造
で
あ
る
こ
と

が
、
早
期
か
ら
の
電
気
鉄
道
建
設
ブ
ー
ム
を

到
来
さ
せ
、
私
鉄
主
導
型
と
い
え
る
都
市
圏

が
形
成
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る１

。
開
業

当
初
か
ら
大
量
の
移
動
需
要
が
発
生
し
た
と

は
思
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
明
治
期
だ
け
で

２
３
７
㎞
も
の
私
鉄
路
線
が
京
阪
神
交
通
圏

で
開
業
し
た２

。
同
時
期
、
首
都
交
通
圏
で
は

１
３
９
㎞
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
中
西

（
１
９
８
７
）
は
、
関
東
で
は
郊
外
化
を
前

提
と
し
た
事
業
展
開
が
基
本
だ
っ
た
の
に
対

し
て
、
都
市
人
口
の
大
規
模
な
郊
外
分
散
以

前
に
、
主
に
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
消
費
性
交
通

需
要
を
基
盤
に
成
立
し
、
鉄
道
の
敷
設
と
そ

の
沿
線
開
発
を
媒
介
に
郊
外
化
が
進
ん
で
い

１ 斎藤 峻彦「大阪圏（関西経済圏）における交通政策上の課題」近畿大学商経学部関西経済研究会（編）『大阪周辺地域の工業化と関西経済』第５章、2002 年
２ 松澤俊雄「大都市の発展と東京・大阪の交通」、大阪市立大学経済研究所・松澤俊雄編『大都市の社会基盤整備』、東京大学出版会、表Ⅵ -4、167 頁 1996 年。
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く
な
か
で
成
長
し
た
の
が
典
型
的
な
関
西
の

私
鉄
で
あ
る
と
し
て
い
る３

。

こ
の
沿
線
開
発
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
の
は
阪

神
電
鉄
で
あ
る
。
１
９
０
５
年
４
月
に
営
業

開
始
し
た
阪
神
は
、
同
年
、
海
水
浴
場
を
、

１
９
０
８
年
に
は
香
枦
園
遊
園
地
を
開
設
し

た
。
さ
ら
に
、
１
９
０
８
年
１
月
１
日
付
で

『
市
外
居
住
の
す
す
め
』
と
題
し
た
小
冊
子

を
発
行
し
、
翌
年
に
は
小
規
模
で
は
あ
る
が

貸
家
経
営
に
乗
り
出
し
、
１
９
１
３
年
３
月

時
点
で
、
御
影
で
19
戸
、
西
宮
に
15
棟
、
鳴

尾
に
は
50
棟
の
貸
家
を
保
有
し
て
い
た
。
さ

ら
に
１
９
０
８
年
に
は
電
灯
事
業
、
１
９

２
９
年
に
は
自
動
車
事
業
を
そ
の
兼
業
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
た４

。

こ
れ
を
追
う
形
で
、
沿
線
に
お
け
る
事
業

展
開
を
行
い
、
発
展
さ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
し
て
確
立
し
た
の
が
、
阪
急
の
創
始
者

と
し
て
知
ら
れ
、
今
年
生
誕
１
５
０
年
を
迎

え
た
小
林
一
三
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
阪
急
（
当
時
は
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
）

が
開
業
し
た
１
９
１
０
年
に
住
宅
分
譲
も
開

始
し
、
箕
面
動
物
園
（
１
９
１
６
年
閉
鎖
）

を
開
設
し
た
。
翌
年
に
は
宝
塚
新
温
泉
を
開

業
（
同
所
で
の
宝
塚
歌
劇
初
公
演
は
１
９
１

４
年
）、
さ
ら
に
１
９
２
０
年
に
は
梅
田
に

５
階
建
て
の
阪
急
ビ
ル
（
旧
館
）
を
竣
工
、

１
９
２
９
年
に
は
隣
接
地
に
８
階
建
て
の
ビ

ル
を
建
設
し
、
阪
急
百
貨
店
と
し
て
開
店
さ

せ
た５

。
阪
神
の
路
線
は
、
大
阪
と
神
戸
と
い
う
２

大
都
市
を
、
当
時
点
在
し
て
い
た
集
落
を
つ

な
ぐ
形
で
結
ぶ
、
あ
る
程
度
の
輸
送
需
要
が

見
込
ま
れ
る
所
だ
っ
た
。
実
際
、
先
に
開
業

し
て
い
た
官
設
の
東
海
道
本
線
に
は
な
い
多

数
の
中
間
停
車
場
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
後
発
の
阪
急
の
路
線
は
そ
う
で
は

な
く
、
そ
の
た
め
沿
線
開
発
を
通
じ
た
乗
客

誘
致
が
そ
の
成
否
の
鍵
を
握
る
状
況
だ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
阪
急
が
、
そ
の
鉄
道
営
業

開
始
前
に
、
大
阪
市
内
で
配
布
し
た
小
冊

子
「
最
も
有
望
な
る
電
車
」（
１
９
０
８
年
）

で
、
近
い
将
来
に
住
宅
地
経
営
や
遊
覧
鉄
道

と
し
て
真
価
を
発
揮
す
る
見
通
し
と
市
民
に

訴
え
、
翌
09
年
に
は
「
住
宅
地
御
案
内
：
如

何
な
る
土
地
を
選
ぶ
べ
き
か
・
如
何
な
る
家

屋
に
住
む
べ
き
か
」
で
沿
線
住
宅
地
へ
の
転

居
を
薦
め
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え

る
。そ

の
後
の
私
鉄
お
よ
び
都
市
圏
の
発
展
に

つ
い
て
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
あ
る
。

私
鉄
が
こ
の
よ
う
に
鉄
道
以
外
の
事
業
展
開

を
積
極
的
に
行
っ
て
、
鉄
道
需
要
を
創
造
し

な
が
ら
地
域
と
共
に
成
長
し
、
地
域
の
社
会

生
活
基
盤
と
し
て
の
地
位
と
信
頼
を
勝
ち
得

て
き
た
こ
と
は
、
世
界
に
例
を
見
な
い
。

競
争
と
協
調

大
阪
と
京
都
、
神
戸
、
奈
良
、
和
歌
山
と

い
っ
た
近
隣
の
県
庁
所
在
地
を
結
ぶ
す
べ
て

の
区
間
に
、
複
数
の
鉄
道
路
線
が
存
在
し
て

い
る
、
い
わ
ば
複
線
構
造
型
の
鉄
道
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
関
西
の
特
徴
だ
ろ

う
。
な
か
で
も
大
阪
〜
神
戸
間
に
は
、
阪

神
、
阪
急
、
Ｊ
Ｒ
の
３
社
の
路
線
が
並
行
し

て
い
る
。
大
阪
（
梅
田
）、
神
戸
（
三
宮
）

の
両
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
も
に
隣
接
し
た
場
所

に
位
置
し
、
西
半
分
、
西
宮
市
か
ら
神
戸
市

内
に
か
け
て
の
各
中
間
駅
は
、
互
い
に
徒
歩

圏
内
に
あ
る
程
で
あ
る
。
１
９
３
０
年
代
の

官
設
鉄
道
の
電
化
な
ら
び
に
中
間
駅
の
増
設

以
降
、
３
者
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
競

争
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
自
社
沿
線
へ
の
誘
致
と
い
っ

た
間
接
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
直
接
競
争

も
各
社
間
で
行
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
私
鉄
各
社
は
た
ん
に
競
争
し
て

い
る
だ
け
で
は
な
い
。
今
で
こ
そ
、
と
も
に

阪
急
・
阪
神
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
傘
下
と

な
っ
て
い
る
阪
急
、
阪
神
だ
が
、
両
社
は
長

年
に
わ
た
っ
て
鉄
道
事
業
の
み
な
ら
ず
、
観

光
開
発
、
自
動
車
事
業
等
で
も
熾
烈
な
競
争

を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
、
例
え
ば

山
陽
電
鉄
、
神
戸
電
鉄
、
神
戸
市
等
と
と
も

に
神
戸
圏
の
私
鉄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
直
結
す

る
神
戸
高
速
鉄
道
の
実
現
に
協
力
し
、
と
も

に
山
陽
と
の
相
互
直
通
運
転
を
行
な
っ
た
。

１
９
９
６
年
３
月
に
は
、
大
阪
市
交
通
局
、

能
勢
電
鉄
、
北
大
阪
急
行
電
鉄
と
と
も
に
、

５
社
局
で
共
通
利
用
で
き
る
磁
気
カ
ー
ド
を

用
い
た
ス
ト
ア
ー
ド
フ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
「
ス

ル
ッ
とK

A
N

SA
I

」
の
運
用
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
「
ス
ル
ッ
とK

A
N

SA
I

」
は
、
Ｊ

Ｒ
以
外
の
関
西
圏
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
鉄
道
・

バ
ス
事
業
者
で
利
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
へ
と

発
展
し
た
。
さ
ら
に
阪
神
と
阪
急
は
、
１
９

９
６
年
10
月
か
ら
、
梅
田
～
三
宮
間
及
び
三

宮
～
高
速
神
戸
間
の
通
勤
定
期
の
相
互
利
用

（
共
通
化
）
も
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
競

争
関
係
に
あ
る
企
業
間
で
あ
り
な
が
ら
、
そ

の
自
主
的
な
戦
略
的
判
断
に
よ
っ
て
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
共
創
の
取
り
組
み
が
実
現
し
た

例
と
い
え
る
。

関
西
大
手
私
鉄
の
現
状
と
大
阪　

図
１
は
、
平
成
以
降
の
関
西
大
手
５
私
鉄

の
旅
客
輸
送
量
の
推
移
を
、
平
成
元
（
１
９

８
９
）
年
度
を
１
０
０
と
し
た
指
数
で
示

し
た
も
の
で
あ
る６

。「
国
際
花
と
緑
の
博
覧

会
」（
通
称
、
花
博
）
が
大
阪
で
開
催
さ
れ

た
１
９
９
０
年
を
ピ
ー
ク
に
、
翌
年
の
バ
ブ

ル
崩
壊
以
降
、
関
西
各
社
の
乗
客
数
が
長
き

に
わ
た
っ
て
減
少
傾
向
を
続
け
て
い
た
こ
と

が
、
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る
。
経
済
後
退

期
に
お
け
る
乗
客
数
の
低
迷
は
、
関
東
に
お

い
て
も
同
様
だ
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
代
に

入
り
、
日
本
経
済
が
景
気
回
復
基
調
に
転
じ

た
と
さ
れ
る
頃
か
ら
底
を
打
ち
、
徐
々
に
増

加
し
は
じ
め
て
い
る
。
一
方
、
関
西
は
、
こ

れ
に
遅
れ
る
こ
と
10
年
、
２
０
１
０
年
代
に

な
っ
て
よ
う
や
く
増
加
し
始
め
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
度
の
水
準
は
、
阪
神

を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
１
９
８
９
年
度
の
８

割
前
後
で
し
か
な
く
、
１
２
０
％
近
い
レ
ベ

ル
ま
で
旅
客
数
が
伸
び
て
い
た
関
東
圏
と
の

違
い
が
目
立
つ
。
こ
の
推
移
は
、
関
西
経

済
、
と
く
に
そ
の
中
心
都
市
で
あ
る
大
阪
の

低
迷
、
そ
し
て
近
年
に
な
っ
て
の
持
ち
直
し

と
い
っ
た
状
況
と
連
動
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。

実
際
、
大
阪
府
の
県
内
総
生
産
の
全
国

シ
ェ
ア
は
、
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
１
９

７
０
年
頃
に
は
約
10
％
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

低
下
傾
向
を
た
ど
り
、
７
・
５
％
程
ま
で
に

落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
２
０
１
０
年
代
半
ば

６ �データの収集、グラフの作成については京阪電鉄の前田勝氏の助力を得た。ここに記して謝意を表したい。なお、週休２日制の定着、直行直帰などの勤務慣行の変化、週末の
移動目的地として都心以外の選択肢の増加、「スルッと KANSAI」さらに IC カードの共通利用の普及などにより、定期券購入のメリットが相対的に低下していることもあっ
てか、阪急、阪神、京阪などは、定期客の総輸送人員に占める割合が、平成元年頃には６割前後から、2010 年代には５割前後となっている。統計上、定期券保有者は月 60 回

（30 往復）乗車で計上されるため、定期券からのシフトは、実態以上に乗客が減少したような数字となる点、注意が必要である。

３ 中西健一『日本私有鉄道史研究（増補版）』、1987 年、ミネルヴァ書房
４ なお、その前年の 1928 年に、子会社である（阪急も出資）阪神国道バスが営業開始している。
５ ちなみに阪神が、旧梅田停留場跡に大阪神ビルを建設して「阪神マート」を始めたのは 1933 年である。
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以
降
、
低
下
の
歩
み
は
止
ま
り
、
下
げ
止
ま

り
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
ま
た
京
阪
神
都

市
圏
の
中
心
都
市
で
あ
る
大
阪
市
の
都
心
２

区
（
北
区
＋
中
央
区
）
の
昼
間
人
口
の
推
移

を
み
て
も
、
１
９
９
０
年
に
は
約
１
０
５
万

人
だ
っ
た
の
が
、
２
０
０
０
年
に
は
96
万

人
、
２
０
１
０
年
に
は
85
万
人
と
、
10
年
で

お
よ
そ
10
万
人
ず
つ
減
っ
て
い
た
。
そ
れ
が

２
０
２
０
年
に
は
１
０
２
万
人
と
以
前
の
水

準
に
急
激
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
開
発
等
に
よ
る
都
心
回
帰
の
動
き

を
受
け
て
、
同
地
区
の
夜
間
人
口
も
２
０
１

０
年
の
約
19
万
人
か
ら
24
万
人
（
２
０
２
０

年
）
へ
と
増
え
て
い
る
も
の
の
、
昼
夜
間
人

口
の
差
は
78
万
人
と
２
０
１
０
年
の
頃
よ
り

12
万
人
多
く
な
っ
て
い
る７

。

こ
の
大
阪
の
再
活
性
化
の
要
因
の
一
つ
と

し
て
、
最
近
あ
ち
こ
ち
で
再
び
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
あ
げ
ら
れ

る
。
実
際
、
わ
が
国
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
が
１
３
４
０
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
２
０
１
４

年
、
大
阪
府
へ
の
来
訪
者
は
約
３
７
６
万
人

だ
っ
た
（
大
阪
観
光
局
推
計
、
以
下
同
様
）。

そ
れ
が
、
わ
が
国
全
体
で
は
３
０
０
０
万
人

を
突
破
し
た
２
０
１
８
年
に
は
１
１
４
２
万

人
、
２
０
１
９
年
に
は
１
２
３
１
万
人
と
２

０
１
４
年
の
３
倍
以
上
に
な
っ
た
。
２
０

１
４
年
時
点
で
は
東
京
都
の
４
割
程
度
だ
っ

た
の
に
、
約
82
％
の
規
模
ま
で
に
な
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
急
増
し
た
来
阪
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
よ
る
２
０
１
９
年
の
消
費
額
は
１
兆

５
千
億
円
以
上
、
大
阪
府
の
府
内
総
生
産
の

４
％
弱
に
あ
た
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。

関
西
の
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

こ
れ
か
ら

本
年
３
月
、
大
阪
駅
（
う
め
き
た
エ

リ
ア
）
地
下
ホ
ー
ム
が
開
業
し
た
。
こ

れ
ま
で
京
都
方
面
と
関
西
空
港
、
南
紀

方
面
を
結
ぶ
特
急
は
、
現
在
再
開
発
工

事
が
進
ん
で
い
る
旧
梅
田
貨
物
駅
エ
リ

ア
の
西
側
を
縦
断
し
て
い
た
東
海
道
線

支
線
（
梅
田
貨
物
線
）
を
利
用
し
て
大

阪
環
状
線
に
乗
り
入
れ
、
南
進
し
て
い

た
の
で
、
大
阪
駅
に
立
ち
寄
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
同
線
約
１
・
７
㎞
の
地
下

化
に
伴
い
コ
ー
ス
を
変
更
し
、
新
駅
を

設
け
た
こ
と
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
ホ
ー
ム
に
は
、
大
阪
外
環
状

鉄
道
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
城
東
貨
物
線
の

施
設
や
用
地
を
活
用
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
旅

客
線
と
す
る
整
備
を
進
め
２
０
１
９
年
３
月

に
は
新
大
阪
ま
で
開
業
し
て
い
た
お
お
さ
か

東
線
も
乗
り
入
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
来
年
３
月
に
は
、
２
０
１
０
年
に

創
設
さ
れ
た
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を

利
用
し
た
都
市
鉄
道
整
備
の
事
例
と
し
て
有

名
な
、
北
大
阪
急
行
電
鉄
南
北
線
延
伸
線

（
千
里
中
央
～
箕
面
萱
野
間
：
２
・
５
㎞
）

が
、
さ
ら
に
大
阪
メ
ト
ロ
中
央
線
（
北
港
テ

ク
ノ
ポ
ー
ト
線
）
の
万
博
会
場
と
な
る
夢
洲

へ
の
延
伸
も
２
０
２
４
年
度
内
に
は
開
業
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

万
博
後
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
７
年
に
は
新
名
神
高

速
道
路
が
全
通
し
、
翌
年
に
は
大
阪
湾
岸
道

路
西
進
部
が
完
成
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
２

０
３
１
年
春
に
は
、
運
輸
政
策
審
議
会
答
申

第
10
号
（
１
９
８
９
年
５
月
）
に
お
い
て
２

０
０
５
年
ま
で
に
整
備
す
る
路
線
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
２
０
０
４
年
10
月
の
近
畿
地

方
交
通
審
議
会
答
申
第
８
号
に
お
い
て
も
、

再
度
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
、
待
望
の
関
空

ア
ク
セ
ス
鉄
道
、
な
に
わ
筋
線
が
つ
い
に
開

業
す
る
。

ま
た
、
以
前
か
ら
そ
の
重
要
性
が
認
め
ら

れ
、
な
に
わ
筋
線
の
価
値
を
よ
り
い
っ
そ
う

高
め
る
と
と
も
に
、
北
摂
・
阪
神
と
南
大
阪

エ
リ
ア
と
の
間
の
利
便
性
向
上
に
大
き
く
貢

献
す
る
、
な
に
わ
筋
連
絡
線
・
新
大
阪
連
絡

線
を
、
な
に
わ
筋
線
開
業
に
合
わ
せ
る
形
で

実
現
し
た
い
と
阪
急
が
打
ち
出
し
た
。
そ
れ

以
外
に
も
、
本
年
７
月
に
は
、
答
申
第
８
号

に
も
記
載
さ
れ
て
い
た
京
阪
中
之
島
線
の
西

進
に
つ
い
て
、
京
阪
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が

そ
の
可
否
を
検
討
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ

た
こ
と
を
言
及
し
た
。
さ
ら
に
舞
洲
へ
の
第

２
の
鉄
道
ル
ー
ト
、
阪
急
の
曽
根
駅
周
辺
か

ら
大
阪
国
際
空
港
へ
つ
な
が
る
大
阪
空
港
線

の
構
想
の
議
論
も
行
わ
れ
て
い
る
。

大
量
の
乗
客
の
存
在
と
地
下
鉄
補
助
制
度

等
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
東
京
圏

の
民
鉄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
違
っ
て
、
神
戸
高

速
や
阪
神
な
ん
ば
線
等
は
公
営
事
業
者
を
介

さ
な
い
路
線
整
備
の
た
め
、
上
下
分
離
、
第

３
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
工
夫
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
関
西
は
こ
れ
を
実
現
し
て
き
た
。
後

者
は
、
新
た
に
償
還
型
上
下
分
離
と
地
下
鉄

補
助
の
対
象
に
公
主
導
の
第
３
セ
ク
タ
ー
も

フ
ル
に
組
み
込
ま
れ
る
制
度
改
革
が
後
押
し

し
た
。
先
の
グ
ラ
フ
で
、
関
西
大
手
の
中
で

阪
神
の
乗
客
数
の
推
移
だ
け
が
異
質
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
産
業
構
造
転
換

や
住
民
の
高
齢
化
と
い
っ
た
問
題
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
に
阪
神
大
震
災
が
起
き
て
、
大
き
く

深
い
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
た
沿
線
が
、
世

代
交
代
も
進
み
、
元
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
向
上
も
大
き
く
作
用
し
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

今
後
、
大
阪
に
お
け
る
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
南
北
、
そ
し
て
東
西
と
さ
ら
に

つ
な
が
り
、
誰
も
が
使
い
や
す
さ
を
実
感
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
は

大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
道
の
り
は
簡
単

な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
次
世
代
の
た

め
に
も
ぜ
ひ
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
。

７ �これらのデータは、地域未来研究所の中野光治氏から提供を受けた。ここに記して謝意を表したい。なお、近年国勢調査においても不詳データの増加が問題視され
てきているが、2015 年、2020 年の数字はいずれもこれを補完した数字である。またこれらの昼間人口の算出において、在宅勤務やオンライン授業などの可能性は考
慮されていない。

■1989年（平成元）度を100とした場合の関西大手私鉄輸送人員の推移
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阪神 阪急 京阪 近鉄 南海 （参考）関東 9社計

出典：日本民営鉄道協会「大手民鉄の素顔」


